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2021年9月に開催した6次化商品ビジネスプランコンテスト（応募総件
数15作品）で最終審査の結果、表彰された8作品

伊達市の美味しい！を全国へ届け隊
福島信用金庫 総合企画部

今野　孝敏
福島信用金庫  理事長

　
福
島
信
用
金
庫
が
、福
島
県
伊
達
市（
以
下

「
市
」）と
地
域
創
生
に
関
す
る「
地
域
密
着
総

合
連
携
協
定
」を
締
結
し
た
2
0
1
5
年
か

ら
育
ん
で
き
た
事
業
が
大
き
く
結
実
し
た
。

　
2
0
1
9
年
、
6
次
産
業
化
に
よ
り
生
み

出
さ
れ
た
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
官

民
連
携
の「
だ
て
な
美
食
倶
楽
部
」を
組
織
。

2
0
2
0
年
に
は
、
市
の
農
産
物
を
活
用
し

た
「
6
次
産
業
化
商
品
」（
以
下「
6
次
化
商

品
」
）
を
民
間
ベ
ー
ス
で
開
発
す
る
た
め
、

道
の
駅
を
運
営
す
る
り
ょ
う
ぜ
ん
振
興
公
社

お
よ
び
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
た
福

島
学
院
大
学
と
共
に
「
だ
て
な
美
食
健
幸
ア

カ
デ
ミ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
市
内
の
美
味
し

い
農
産
物
や
食
材
を
使
用
し
た
商
品
を
全
国

へ
届
け
る
仕
組
み
づ
く
り
を
事
業
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
信
金
中
央
金
庫

が
窓
口
と
な
っ
て
募
集
し
た
日
本
財
団
「
わ

が
ま
ち
基
金
」
に
応
募
し
採
択
さ
れ
た
。

　
事
業
に
お
け
る
主
な
活
動
は
、
①
6
次
化

商
品
の
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
お
よ
び
新

商
品
・
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
開

催
し
、商
品
化
ま
で
を
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
、

②
地
元
の
特
産
物
（
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
農
産

物
）を
加
工
し
た
6
次
化
商
品
の
販
路
開
拓
、

③
6
次
化
商
品
を
開
発
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
に

つ
い
て
習
得
す
る
「
美
食
マ
イ
ス
タ
ー
カ
レ

ッ
ジ
」を
開
講
し
ゼ
ミ
形
式
の
講
座
を
開
催

―

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
活
動
に
お

い
て
、当
金
庫
の
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

中
心
と
な
り
、人
材
育
成
を
支
援
し
、6
次
化

商
品
の
開
発
を
ハ
ン
ズ
オ
ン
で
支
援
し
つ
つ
、

地
元
産
品
の
販
路
開
拓
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
道
の
駅
伊
達
の
郷
り
ょ
う
ぜ
ん
を
拠
点

に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、6
次
化
戦
略

の
検
討
、
福
島
学
院
大
学
生
の
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
を
経
て
、
2
0
2
1
年
に
6
次
化
商

品
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
。

表
彰
さ
れ
た「
プ
レ
ミ
ア
ム
あ
ん
ぽ
柿
本
陣
」

「
砂
糖
不
使
用
　
あ
ん
バ
タ
ー
」
「
日
本
酒

で
仕
込
む
フ
ル
ー
ツ
酒
」
「
あ
ん
ぽ
柿
の
ブ

リ
オ
ッ
シ
ュ
パ
ン
」「
伊
達
な
和
漢
ブ
レ
ン

ド
」
「
苺
の
フ
ル
ー
ツ
ビ
ネ
ガ
ー
」
「
乾
燥

い
ち
ご
の
紅
茶
」
「
サ
ン
グ
リ
ア
セ
ッ
ト
・

だ
て
っ
し
ゅ
」
の
8
品
に
つ
い
て
、
連
携
先

の
道
の
駅
に
設
置
し
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

で
販
売
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
出
品
で
の
P
R

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
聖
光
学
院
高
校
と
「
四
季
の
宅
配

便
」
ス
イ
ー
ツ
セ
ッ
ト
を
開
発
し
専
用
の

E
C
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
「
伊
達
市
の

美
味
し
い
！
を
全
国
へ
届
け
た
い
」
を
合
言

葉
に〝
だ
て
な
美
食
〞
を
今
後
も
幅
広
く

P
R
し
て
い
く
。

人
と
食
を
つ
な
ぐ「
だ
て
な
美
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

6
次
化
商
品
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て

官
民
連
携
の
組
織
を
設
立
、地
元
産
品
の

販
路
開
拓
や
P
R
な
ど
に
力
を
注
ぐ

福島信用金庫
福島県
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   Face to Face賞

樋口　郁雄

郷土の美味しいを皆様と共に
お　　　い

　このたびは第27回信用金庫社会貢献賞「Face　to　Face賞」
受賞の栄誉を賜り、心より御礼申し上げます。
　美味しさと品質の高さで知られる郷土伊達市の農産物は、
原発事故の風評被害を受け、価格が大幅に下落しました。それ
でも生産者の皆様は、名産地の誇りを守ろうと懸命に上質な
農産物を作り続けています。このような中、郷土の美味しいを
6次化商品で全国に伝え届けたいと、官民連携で辿り着いたの
が、『だてな美食プロジェクト』です。伊達市の農産物・食材を
活用した商品開発には、地元の高校生・大学生が参画し、地
元菓子店・道の駅・伊達市と共にプロジェクトを進めました。
今回の受賞は偏にご協力頂きました全ての皆様のお陰であり
まして、心より感謝申し上げます。
　故郷の一日も早い復興に向け地域をしっかりと支えること
が当金庫の責務であります。
　今後とも地域とお客様に寄り添い、魅力的な地域づくりに
貢献してまいりますので、ご支援ご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

ひとえ

　福島県伊達市は、仙台藩伊達家発祥の地です。農業生産が
盛んな土地柄できゅうりなどの野菜類や桃を筆頭に様々なフ
ルーツを生産しております。
　東日本大震災後、農業従事者の高齢化も相まって、耕作放
棄地が増えました。伊達市にとって死活問題であり、風評によ
り新鮮な野菜や果物の生産が儘ならなくなりました。
　だてな美食「on-line・食Ping」プロジェクトは、「伊達市で
生産された農産物を使用した6次化商品を開発して全国へお
届けしたい！ 若者の目線で6次化商品のアイディアを発掘しよ
う」の合言葉がこのプロジェクトの支えとなっています。
　アイディアコンテストに参加していただいた福島学院大学の
学生さんや6次化塾で四季の宅配便の開発に関わっていただい
た聖光学院高校の生徒さんに心より感謝いたします。専用EC
サイトで「伊達市の美味しい！」を全国へ発信してまいります。

まま

お祝いの
メッセージ
お祝いの
メッセージ

　
こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る
第
27
回
信
用

金
庫
社
会
貢
献
賞
「
Face 　to

　Face

賞
」
の
ご
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
福
島
信
用
金
庫
様
は
、
2
0
1
5
年
に

締
結
し
た
伊
達
市
と
の
「
地
域
密
着
総

合
連
携
協
定
」
を
契
機
と
し
て
、本
市
の

6
次
産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、

様
々
な
商
品
の
開
発
に
力
を
注
い
で
い

た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　
今
回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
「
だ
て
な
美
食

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
地
元
の
聖
光
学

院
高
校
と
企
業
が
連
携
し
、
本
市
自

慢
の
農
産
物
を
使
用
し
た
6
次
化
商
品

「
四
季
の
宅
配
便
」
の
開
発
や
E
C
サ
イ

ト
を
活
用
し
た
販
売
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
、

全
国
に
伊
達
市
の
お
い
し
い
魅
力
が
届

け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
う
れ

し
く
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
福
島
信
用
金
庫
様
が
地

域
に
愛
さ
れ
る
金
融
機
関
と
し
て
、
ま

す
ま
す
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念

申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。

受
賞
に
寄
せ
て

伊
達
市
長

須
田 

博
行

福島学院大学生が6次化アイディアコンテストに向けて、道の駅伊達の
郷りょうぜんでフィールドワークを実施。これとは別に学生とともにス
タディーツアーも催行した

ビジネスプランコンテストでグランプリを受賞したニューキムラヤ
の金木義一社長に盾を贈呈する当金庫大橋達夫常務理事

開発にあたりアイディアの考案に協力した聖光
学院高校の生徒が「四季の宅配便」をPR

2021年3月、6次化アイディアコンテストを開催。農業経営アド
バイザーの資格を持つ当金庫職員とのフィールドワークを踏
まえて福島学院大学生が消費者目線でマーケットインのアイ
ディアを考案した

伊達市産の果物を使用した「四季の宅配便」を開発する6次
化塾のワークショップを開催

2022年12月、よい仕事おこしフェア（東京ビックサイトで開催）に出展。首都
圏のバイヤーとの商談にも臨み、ビジネスチャンスの創出に努めた

6次化塾の成果を基に地元製菓事業者の協力を得て完成した
「四季の宅配便」の夏セット。「伊達市のことを思い浮かべなが
らティータイムを楽しんでほしい」との思いから市にちなむスイ
ーツと飲み物の一組にした。このほか春、秋、冬のセットがある

ビジネスプランコンテスト受賞作
品について、商品販売に向けて
準備を進め、2022年3月から道
の駅伊達の郷りょうぜんのアン
テナショップで本格販売がスタ
ートした

専用ECサイト「四季の宅配便」に
はこちらのQRコードを読み取り
アクセスできる
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